
州
ン
ゴ
雌
で
の
雲
礒
鑿
壜
壷
”

ら
）
柳
沢
学
長
、
石
垣
教
授
、
林
昭
次

》

剛
い
ふ
刈

伽
垂
堪
御

大
恐
稚

満
大
峰

世
戸
は
岡

今
夏
モ
ン
ゴ
ル
・
ゴ
ビ
砂
漠
理
科
大
の
調
査
隊
が
銅

で
恐
竜
化
石
の
発
掘
調
査
を
行
山
市
北
区
理
大
町
の

い
、
世
界
最
大
級
の
足
跡
化
石
帰
国
会
見
に
臨
ん
だ
。

を
新
た
に
８
個
発
見
し
た
岡
山
ら
分
析
し
た
巨
大
麺

理
科
大
の
調
査
隊
が
姻
日
、
岡

山
市
北
区
理
大
町
の
同
大
で

帰
国
会
見
に
臨
ん
だ
。
足
跡
か

ら
分
析
し
た
巨
大
恐
竜
の
歩

（
左
か

瞬
師

同
大
に
よ
る
ゴ
ビ
砂
漠
の
調

査
は
８
年
目
。
モ
ン
ゴ
ル
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
古
生
物
学
地
質
学

研
究
所
と
共
同
で
７
月
末
か
ら

約
１
カ
月
間
、
ゴ
ビ
砂
漠
南
東

部
で
化
石
探
査
や
発
麺
地
質

鯛
査
を
実
施
し
た
。

足
跡
化
石
は
大
型
植
物
食
恐

竜
「
竜
脚
類
」
の
テ
ィ
タ
ノ
サ

ウ
ル
ス
類
と
み
ら
れ
、
昨
年
確

認
し
て
い
た
１
個
に
隣
接
し
て

出
土
。
同
一
個
体
に
よ
る
４
歩

分
の
痕
跡
で
、
分
析
の
結
果
、

歩
行
速
度
は
当
初
の
推
測
よ
り

遅
い
時
速
１
．
６
～
１
．
９
談

と
新
た
に
判
明
し
た
。
爪
跡
か

ら
指
で
地
面
を
つ
か
む
「
グ
リ

ッ
ピ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
動
き

を
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た

ほ
か
、
７
千
万
年
前
と
み
ら
れ

行
速
度
な
ど
成
果
を
報
告
し

た
。

さ
れ
た
。

調
査
隊
を
率
い
た
石
垣
忍
教

授
（
古
生
物
学
）
は
「
保
存
状

態
は
ピ
カ
ー
・
推
定
全
長
帥
統

に
及
ぶ
超
大
型
竜
脚
類
の
生

態
の
解
明
に
つ
な
が
る
童
重

な
発
見
に
な
っ
た
」
と
評
価
し

た
。

調
査
で
は
ほ
か
に
、
モ
ン
ゴ

ル
で
は
希
少
な
ハ
ド
ロ
サ
ウ
ル；

ス
類
の
幼
体
全
身
骨
格
や
、
鎧

竜
の
ア
ン
キ
ロ
サ
ウ
ル
ス
類
、

竜
脚
類
８
体
の
部
分
骨
格
な
ど

を
発
掘
し
た
。

会
見
に
同
席
し
た
柳
沢
康
信

学
長
は
「
今
回
は
学
生
狸
人
も

参
加
し
、
教
育
面
で
も
意
味
の

あ
る
内
容
に
な
っ
た
」
と
話
し

た
。
（
稲
垣
心
也
）

鎗
悶
哩
回
旧
暉
哩
図

に て
い
た
年
代
が
、
９
千
万
年
前

さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
指
摘


